
 

 

 

令和８年２月９日（月）及び16日（月）に、BRIDGE構築事業「実社会・実生活と結び付いた課題設定」支援プロジェ

クトにおける「地域連携担当教職員支援事業」のオンライン講習を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 参加者アンケート結果（令和７年８月28日現在、回答数191人） 

 

１ 地域連携担当教職員支援事業の趣旨 

地域と連携した学校教育の充実に向け、地域連携担当教職員を対象とした研修会を開催し、道立高等学校と自治体

等が連携して生徒を育成する持続可能な連携体制の構築に資することとしています。 

２ 地域連携担当教職員支援事業 オンライン講習の概要 

 (1) 第１回 講師 大正大学 地域創生学部 地域創生学科 牧野 篤 氏 

○演題「他人事を自分事に－当事者性を育む地域-学校協働活動を考える－」 

  〇講演の概要 

   ・グローバル社会で活躍するためには、ローカルな要素に目を向けることが必要なことは世 

界的な共通認識。 

・量的なものから質的なものを重視する社会転換の中で、多様な生き方が許容され、自己実 

現と社会貢献が価値を持ち始めている。そのため、学校でも自己の欲求を満たす探究活動 

が重視され、教員も伴走する関係に移行していると考えられる。 

   ・地域の大人が子どもと人間関係を作って認め合う関係があって初めて、故郷を構成する風土や物産、偉人の話

などが自分事となり、自分たちができることについて考えるようになる。 

・人はお互いが築いた関係の中で、他者の力になりたいと考える。力になってもらった人は、他の人に同じよう

に「恩送り」を行い、その中で、お互いが信頼する社会が作られる。 

・達成ではなく持続することが目的化する社会では、お互いに力を引き出し合いながら、常に新しい自分を目指

すために、AＡＲ（Anticipation、Action、Reflection）の思考で連鎖反応を生み出し続けることが必要になっている。  

・地域のことを自分事化できるよう、高校を地域と連携させ、社会に出る子どもが「自分もよい社会を作ってみ

たい」と実感できる場所としての学校が求められている。様々なステイクホルダーと連携してほしい。 

 

 (2) 第２回 講師 北海道弟子屈高等学校 地学協働コーディネーター 萩原 寛暢 氏 

○演題「学校から地域へ、地域から学校への具体的なアプローチの方策」 

  〇講演の概要 

   ・弟子屈高校は小規模校のため、学校単独ではなく、地域の人材、行政機関、事業者、保護 

者など、多様な主体が学校運営に関わる仕組み（コミュニティ・スクール、ワーキンググ 

ループなど）を活用し、学校の教育活動を支えている。 

・探究学習では、地域の自然を体験する巡検や地域の人による講話、職業インタビューなどを通して、地域を教

材とし、学びを実社会と接続する教育を実施している。生徒は地域課題の解決や資源活用をテーマに研究し、

地域の専門家と協働することで実践的な学びを深めている。また、生徒発のアイデアで地域の人が熱帯果樹栽

培の気付きを得るような実践もあった。 

・地域連携は、学校が地域を活用するのではなく、地域と学校が互いに価値を生む、Win-Win の関係を築くことである。 

・地域には、高校の教育活動はほぼ知られていないと考えた方がよい。高校生の姿が地域の方に見えるよう、広

報紙やイベントなどを活用して理解してもらうことが大切である。 

３ 参加者アンケート結果（令和８年２月19日現在、延べ回答数354人） 

 

令和７年度BRIDGE構築事業「実社会・実生活と結び付いた課題設定」支援プロジェクト 地域連携担当教職員支援事業 

オンライン講習レポート 

☆参加者の感想☆ 

・講演を通し、これまで社会がどのように変遷し、現在どのような課題が生まれているかを理解できた。 

・地域と学校の間に仲介者がいることで生徒の学びの質が大きく変わることを改めて実感でき、大変有意義な研

修だった。 


